
避難計画充実化に向けた主な課題に関する作業スケジュール（案）

10月 11月 12月 1月 2月 3月

PAZ・準PAZで必要となる
輸送能力の算出・確保

準PAZにおけるさらなる
対策の充実・強化

放射線防護対策施設の
充実

バス事業者等との協力
協定締結

市町の職員配置計画（本
部、集合場所、避難所受
付ステーション等）

UPZの安定ヨウ素剤の緊
急配布方法（準PAZ含む）

UPZ内の避難行動要支

援者及び支援者数の把
握等

避難退域時検査の実施
場所選定・必要要員の算
出

医療機関・社会福祉施設
の避難計画策定

避難先市町との協議

県訓練関連

作業部会等の日程

▼11/14（初動）

▼11/23（避難等措置訓練）

作業部会
（TV会議）

PAZ市町個
別打合せ
（TV会議）

作業部会
（現地）

バスによる搬送オペレーションの検討、必要台数の
算出（一般住民と在宅の要支援者、一時滞在者）

の検討、必要台数の算出
福祉車両（ストレッチャー）による搬送オペレーション
の検討、必要台数の算出

福祉車両（車椅子）による搬送オペレーションの検
討、必要台数の算出
福祉車両（車椅子）による搬送オペレーションの検
討、必要台数の算出

バスの確保（宮城県バス協会）

福祉車両（ストレッチャー）の確保

福祉車両（車椅子）の確保

アンケート結果に基づいた
データ整理

半島、離島の被害状況に応じ
た防護措置の検討

UPZ市町個別打合せ
（現地訪問）

屋内退避施設（放射線防護対策施設）の追加選定

臨時ヘリポートの追加選定

備蓄倉庫数の把握

行政備蓄の把握、備蓄物資不足数量の算定及び備蓄物資不足数確保

必要物資数から備蓄倉庫の必要容量を算定

女川町（特にPAZ）の放射線防護対策施設候補地の検討

石巻市（特に半島）の放射線防護対策施設候補地の検討

訓練関連の会議

作業部会
（TV会議を中心に複数回実施）

作業部会
（現地：H29年度時点の対応

状況の確認）

バス協会会員事業者への説明

事業者の意見（課題）を踏まえた各種対応の検討

バス研修（内閣府主催）

タクシー協会との協議

 避難計画充実化に向け、国、県、市町間で認識共有を図りながら課題解決を図るために、主な作業内容や調
整事項を整理し目標となる時期の目安を記載。

 作業部会等を通じて、各種課題の検討状況を確認（平成30年度以降も、引き続き検討を進める）。

実施場所の選定・施設管理者との協議

必要要員数の算出等

不足する要員の確保についての調整

緊急配布の体制、
素案提示

半島の配布方法の検討（事前配布も含めた検討）

船舶協会（個別事業者）との協議

▼10/27（仙台市）
▼10/30（大崎市，栗原市）

意見交換

第２回意見交換会

避難先自治体の意見（課題）を踏まえた各種対応の検討

調整スキームの検討
ＵＰＺ市町，
協議会団体
へのアンケー
ト結果の説明

避難計画策定状況確認ＵＰＺ内施設向け説明会

社会福祉施設等で確保できる避難車両数の確認

緊急配布体制，備蓄場所等の検討（市町）
緊急配布の体制、

備蓄場所等修正案提示
緊急配布の体制、

備蓄場所等最終案提示
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地域防災計画等に
基づいた本部体制の確認

PAZ、準PAZ市町の一時集合場所等の要員配置計画の検討

UPZ市町の一時集合場所等の要員配置計画の検討

避難所受付ステーションの要員配置計画の検討

要支援者及び
支援者数の確認

不足する支援者の確保 引き続き不足する支援者の確保確保した支援者
数の中間報告

要支援者の避難手段の確保に係る検討

放射線防護対策施設整備（拡充分）の具体化

UPZ市町（孤立の可能性のある沿岸部）の放射線防護対策施設候補地の検討



 

作業部会等の主なスケジュール［H29 年度内］（案） 
 

11 月 8 日 第 7 回作業部会 

・平成 29 年度内の主なスケジュールの共有。 

11 月中旬 

 

 

女川町・石巻市個別打合せ（TV 会議） 

［女川町］ 

・PAZ 内の孤立化対策の検討 

－ 離島、半島の放射線防護対策施設候補の検討 

［石巻市］ 

・PAZ、準 PAZ の孤立化対策の検討 

－ 半島における複数の避難パターンの検討（陸路、海

路、空路） 

－ 離島、半島の放射線防護対策施設候補の検討 

12 月上旬 

 

 

第 8 回作業部会（現地開催） 

・「女川地域の緊急時対応」の骨子の検討 

・UPZ 市町も含めた女川地域全体の課題について意見交換

を実施。 

12 月中旬 

（～1月中） 

UPZ 内 5 市町個別打合せ［内閣府・宮城県、各市町］ 

・各市町へ直接訪問し、個別課題の対応状況、今後の検討

の進め方等を確認。 

1 月以降 

 

・作業部会を TV 会議で複数回開催し、各種課題の検討を

実施。 

 

・年度末に作業部会を現地開催し、平成 29 年度の対応状

況、今後の課題等について確認。 
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宮城県訓練 

11 月 14 日（火） 

11 月 23 日（木） 
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